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七
月
の
定
例
会
は

去
る
七
月
二
十
二
日

午
前
九
時
半
か
ら
会

議
室
で
開
か
れ
ま
し

た。
当
日
は
、
約
五
十

名
の
婦
人
会
員
の
方

が
、
熱
心
に
傍
聴
し

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
上
程

さ
れ
、
可
決
決
定
に
な
っ
た
議
案
は
、

つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

て
大
淵
喜
多
衛
生
事
務
組
合
規
約
の

'IJ:圭事罷麗草色

極極担盟理.. 

開

〈毎月 1回発行)

七
月
の
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
が

活
発
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

昭和40年8月20日

人
口
減
少
を
く
い
と
め
よ

田
村
竜
一
氏

の
長
浜
町
の
基
本
的
な
産
業
の
発
展

は
、
木
材
を
中
心
と
し
た
港
の
発
展
で

あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
は
衰
退
し
た
。

ま
た
、
砂
利
採
取
に
お
い
て
も
、
余

命
い
く
ば
く
も
な
い
の
が
現
状
だ
。
今

後
の
対
策
は
。

①
人
口
が
減
少
し
て
い
る
が
、
魅
力

を
与
え
る
よ
う
な
施
策
は
な
い
か
。

特
に
、
青
島
に
あ
っ
て
は
、
中
学
を

卒
業
す
る
者
は
、
ひ
と
り
と
し
て
、
青

島
に
は
帰
っ
て
こ
な
い
と
い
わ
れ
る
。

将
来
は
、
老
人
の
み
が
残
る
の
で
は

な
い
か
と
も
い
わ
れ
る
。

人
口
減
少
を
ど
い
と
め
る
施
策
は
な

い
カ
。⑦

公
民
館
活
動
を
活
発
に
せ
よ
。

③
環
境
衛
生
事
業
に
対
し
て
補
助
を

せ
よ
。

(ー)

E盈罷富盛掴

般

金町時制

函盈盟盟周

囲田富園

千
百
万

一
部
改
正

(
諮
組
合
長
H

前
森
、
米
大
洲
市
長
H

の

死
去
に
伴
い
、
長
浜
町
長
が
組
合
長

に
就
任
し
た
の
で
、
住
民
課
長
が
執

務
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
、
大
洲
市

役
所
に
お
い
て
い
た
事
務
所
を
処
理

場
へ
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
)

櫛
生
隣
保
館
と

白

滝

診

療

所

建

三月，
目玉ι

二
、
昭
和
四
十
年
度
長
浜
町
一
般
会
計

有
線
の
公
衆
電
話
を

吉
本
吉
信
氏

①
公
民
館
活
動
を
活
発
に
せ
よ
。

②
白
滝
駅
と
、
喜
多
謹
駅
と
に
有
線

放
送
電
話
の
公
衆
電
話
を
取
付
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

①
上
水
道
建
設
工
事
の
後
始
末
は
ど

う
す
る
か
。

道
路
網
の
充
実
が
先
決

町

長

長
浜
町
は
、
宿
命
的
に
大
変
不
幸
な

町
だ
と
考
え
て
い
る
。

過
去
は
、
南
予
地
区
に
お
け
る
一
つ

の
重
要
な
基
点
と
し
て
、
大
変
、
栄
え

た。
そ
れ
は
、
川
と
海
と
両
者
の
恩
恵
を

受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

昨
今
の
よ
う
に
、
道
路
が
急
速
に
発

達
を
し
て
、
生
産
地
か
ら
消
費
地
へ
直

通
の
時
代
に
な
る
と
、
中
間
基
地
的
な

地
点
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
、
長
浜
町
が
さ
び
れ
て

行
く
最
大
の
原
因
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
川
に
変
る
べ
き
も
の
を
早

発行所
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7月の人口動醸
男 7.89 2 
女 8.584
計 16.4 7 6 
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同
を
追
加

補
正
予
算

①
櫛
生
隣
保
館
建
設
費
一
①
白
滝
診

療
所
建
設
費
、
そ
の
他
な
ど
を
補
正
し

総
額
二
千
百
万
円
を
追
加
し
て
、
今
回

の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
額
は
二
億

五
千
七
十
五
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

一
ニ
、
昭
和
田
十
年
度
長
浜
町
上
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

⑦
須
沢
簡
易
上
水
道
施
設
改
良
事
業

費
の
追
加
五
百
万
円

問
、
昭
和
四
十
年
度
長
浜
町
国
民
健
康

保
険
直
営
診
療
所
特
別
会
計
補
正

経
常
費
追
加
二
十
八
万
円

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
林
漁
業
の
対
策
、
す
な
わ
ち
、
商

工
業
の
振
興
対
策
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。人

口
の
減
少
は
心
配
な
い

当
町
の
人
口
減
少
の
問
題
で
あ
る
が

心
配
は
な
い
。

国
の
施
策
で
、
農
林
漁
業
人
口
を
減

少
さ
す
施
策
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
人
口
減
少
防
止
の
施
策
を
た
て

よ
と
い
わ
れ
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い

青
島
の
人
口
問
題
で
あ
る
が
、
青
島

は
人
口
が
多
す
よ
c
る
。
現
在
の
人
口
の

ま
ま
で
は
、
町
。
県
そ
し
て
国
が
保
護

政
策
を
し
て
も
、
青
島
の
か
た
全
員
が

経
済
的
に
豊
か
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。人

口
、
が
若
干
、
減
る
と
い
う
こ
と
は

長
い
目
で
見
る
と
悪
い
こ
と
で
は
な
い

た
だ
し
、
変
則
的
に
若
い
者
の
み
が

転
出
し
て
、
老
人
の
み
残
る
と
い
う
現

象
に
対
し
て
は
、
対
策
を
た
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

ひ
と
夏
に

こ
十
万
人
を
集
め
る

中
学
校
統
合
の
暁
に
お
い
て
は
、
現

在
の
沖
浦
の
中
学
校
を
、
観
光
セ
ン
タ

ー
に
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
き
た
い
。

そ
し
て
、
四
国
一
の
海
水
浴
場
、
水

族
館
等
を
つ
く
っ
て
ゆ
ま
た
い
。

自
然
の
海
と
、
川
と
魚
と
を
中
心
に

し
て
、
長
浜
町
の
観
光
を
開
発
し
て
ゆ

く

つ

く

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

・

:

そ
れ
は
、
道
路
網
の
充
実
よ
り
他
に
;
:
し

な

い

。

こ

れ

を

実

施

す

る

と

、

ひ

と

夏

に

二
十
万
人
位
の
人
を
集
め
る
こ
と
は

ち
ゃ
ち
な
工
場
を
誘
致
す
る
よ
り

簡
単
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

先
に
、
ま
ず
、
道
路
を
整
備
し
な
け
れ

ば

な

ら

な

い

。

ま

ず

分

館

の

整

備

そ
し
て
、
芳
一
次
産
業
を
振
興
し
な
公
民
館
活
動
は
、
今
後
は
、
分
館
の
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農業構造改善事業のみか

ん貯蔵庫竣功検査

海闘争の祈願祭

レソトグン検診

参議院議員通常選挙投票

日 t

大越、大久保、橋立農道

の災害査定

中学校統合推進協議会

定例民生委員会

町会計監査

総務委員会

しいたけ栽培講習会(体

育館)

衛生協力委員会

商工業振興協議会

出海漁港災富復旧工事入

札

農業団体組織整備協議会

中学校統合推進委員会

愛護』正常任委員会

長浜町議会芳二回定例会

共同保険計画保健衛生ス
クーリジグ

農業団体組織整備協議会

青少年補導員連絡会

共同保険計画保健衛生ス
クーリ γグ

青島テレビ普及促進会

中学統合通学委員会

整
備
が
課
題
に
な
っ
て
く
る
と
息
わ
れ

る
が
、
中
学
統
合
を
行
え
ば
、
各
中
学

校
を
利
用
し
て
最
高
限
度
に
活
用
し
た

、ν
有
線
放
送
電
話
の
公
衆
電
話
は
、
白

滝
駅
に
は
、
近
く
、
取
付
け
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

喜
多
灘
に
も
、
駅
の
了
解
が
あ
れ
ば

取
付
け
る
。

実
情
に
あ
っ
た

対
策
を
た
て
る

上
水
道
建
設
工
事
の
後
始
末
は
、
自

然
を
相
手
で
あ
る
の
で
、
最
初
は
、
こ

れ
で
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も

不
可
抗
力
に
よ
っ
て
、
思
わ
ぬ
と
と
ろ

か
ら
地
元
の
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
。

な
お
、
現
地
を
担
当
課
長
に
よ
く
調

査
さ
し
て
、
実
情
に
あ
っ
た
対
策
を
た

て
る
。中

学
統
合
の

長
所
と
短
所
を
あ
げ
よ

清

水

猛

氏

①
中
学
校
統
合
は
、
長
浜
町
で
一
番

大
き
な
事
業
で
あ
る
。
ど
う
し
て
統
合

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

統
合
す
れ
ば
、
ど
ん
な
長
所
が
あ
り

短
所
が
あ
る
か
。

な
お
、
短
所
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

①
当
町
に
あ
っ
て
は
、
不
良
少
年
が

多
い
と
聞
く
し
、
中
学
統
合
を
し
て
も

生
徒
に
道
徳
心
が
欠
け
て
い
た
の
で
は

教
育
の
効
果
が
あ
が
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
、
教
育
委
員
会
は
、
生
徒
児
童
の

公
徳
心
か
ん
養
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
計
画
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
。

③
町
職
員
の
、
一
向
令
者
の
勇
退
勧
奨

は
考
え
て
い
な
い
か
。

④
元
白
滝
役
場
跡
の
敷
地
の
一
部
を

農
協
に
売
却
す
る
と
聞
く
が
、
本
当
か

⑤
悶
消
火
せ
ん
が
使
用
不
能
に
な
っ

て
い
る
の
と
、
新
消
火
せ
ん
に
、
消
防

ホ
ー
ス
が
あ
わ
な
い
。
早
急
に
、
消
防

ホ
l
ス
を
購
入
せ
よ
。

渡
辺
仁
之
助
氏

①
議
員
定
数
条
例
を
改
正
す
る
考
え

は
な
い
か
。誌

ア月の

町政日

1日

2日
4日

一
夏
休
#
終
る

?

あ

ゆ

る

ん

。

た

心

内

、
不
ジ
を
ま
μ

て

ま

た

が

ん

ば

け
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②
統
合
中
学
は
、
道
路
の
整
備
を
し

て
か
ら
行
つ
て
は
ど
う
か
。

新
谷
芳
朗
氏

①
町
税
、
国
保
税
の
徴
収
状
況
を
一
不

せ。
①
公
民
館
活
動
を
萎
縮
さ
さ
な
い
よ

う
に
せ
よ
。
そ
の
一
方
法
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
振
興
せ
よ
。
長
浜
町
は
全
県

下
的
に
み
て
、
ス
ポ
ー
ツ
が
劣
っ
て
い

る。
プ
ー
ル
を
つ
く
れ
。
体
育
指
導
員
を

活
用
せ
よ
。

①
中
学
統
合
推
進
協
議
会
で
決
定
し

た
こ
と
を
、
議
会
ご
と
に
教
育
委
員
会

か
ら
報
告
せ
よ
。

④
県
道
の
路
面
が
悪
い
。
こ
の
路
面

を
早
急
に
な
お
す
こ
と
は
で
ぎ
な
い
か

中
学
統
合
の
理
由

す
べ
て
平
等
に

教
育
を
ほ
ど
こ
す

町

長

中
学
統
合
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
基
本
点

に
よ
る
。

の
教
育
の
格
差
の
是
正
。

⑦
現
在
の
中
学
校
で
は
、
子
供
の
能

力
を
十
分
伸
ば
す
こ
と
の
出
来
る
設
備

と
、
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。

①
長
浜
町
に
生
れ
た
子
供
は
、
町
の

5日

日日

8日
12日

13日

14日
15日

17日

子
供
と
、
い
な
か
の
子
供
と
に
差
を
つ

け
て
は
な
ら
な
い
。
す
べ
て
、
平
等
に

し
か
も
、
整
っ
た
環
境
設
備
の
中
で

子
供
の
能
力
の
あ
る
限
り
十
分
に
教
育

を
施
す
施
設
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
の
問
題
を
解
消
し
て
ゆ
く
の
が

統
合
中
学
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
現
在
あ
る
中
学
校
を
充
実

し
て
行
け
ば
問
題
は
な
い
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
現
在
七
つ
あ

る
中
学
校
を
理
想
的
な
学
校
に
仕
上
げ

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
れ
だ
け
の
財
源
が
伴
な
わ

:
、
。

中
十
斗

3
V現

在
中
学
校
の
生
徒
は
、
千
五
百
名

で
あ
る
が
、
昨
年
出
生
し
た
子
供
が
、

中
学
校
一
年
生
に
な
る
と
、
全
町
合
わ

せ
て
七
百
六
十
六
名
に
な
る
。

青
島
も
、
豊
茂
も
、
ひ
と
り
し
か
生

れ
て
い
な
い
現
状
だ
が
、
そ
の
と
き
に

ど

5
い
う
こ
と
が
お
こ
る
か
と
い

5
こ

と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

現
在
で
も
、
生
徒
の
少
い
と
こ
ろ
は

英
語
の
先
生
が
数
学
ゃ
、
社
会
も
教
え

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
十
分
な
教
育

は
で
き
な
い
。

優
秀
な
子
供
が
育
ち
あ
が
る
と
い
う

こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
多
少
の

不
便
は
あ
っ
て
も
、
統
合
中
学
に
し
て

平
等
な
環
境
の
も
と
に
、
子
供
の
教
育

を
お
こ
な
え
る
施
設
を
つ
く
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。

中
学
統
合
の
長
所

①
教
育
の
程
度
が
向
上
す
る
。

②
せ
っ
さ
た
く
ま
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
間
に
粘
り
が
で
て
く
る
。

⑦
努
力
心
が
生
れ
る
。

④
教
育
費
の
重
点
指
向
が
で
き
る
。

⑤
集
中
管
理
が
で
き
る
。

⑤
教
員
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。

⑦
個
性
を
伸
ば
す
教
育
が
、
可
能
と

な
る
。③

真
の
中
学
校
教
育
が
可
能
と
な
る

中
学
統
合
の
短
所

mw
純
情
な
生
徒
が
、
不
良
に
染
む
機

20日

22日

23日

27日

281ヨ
30日

口
M-n4u 

会
が
生
ず
る
。

②
通
学
距
離
が
、
大
変
長
く
な
る
生

徒
が
で
き
る
。

①
通
学
途
中
の
心
配
が
生
れ
る
。

④
町
財
政
は
、
豊
か
に
な
ら
な
い
。

む
し
ろ
財
政
的
に
は
苦
し
く
な
る
。

な
お
、
通
学
距
敵
の
問
題
は
、
長
浜

町
の
中
心
地
に
学
校
を
建
設
す
れ
ば

ど
の
地
区
か
ら
も
、
通
学
不
可
能
だ
と

い
わ
れ
る
状
態
で
は
な
い
と
い
う
結
論

が
で
て
い
る
。
(
た
だ
し
青
島
の
場
合

は
別
で
、
寄
宿
舎
を
つ
く
る
)

こ
の
場
合
、
た
し
か
に
、
長
所
と
短

所
と
が
で
き
る
が
、
短
所
よ
り
も
長
所

の
方
が
多
く
、
非
常
に
よ
く
な
る
の
で

あ
れ
ば
、
多
少
短
所
と
な
る
問
題
が
辻
、

れ
で
も
、
そ
れ
は
、
お
た
が
い
の
協
力

に
よ
っ
て
解
決
し
、
よ
い
方
向
に
進
ん

で
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ょ
い
と
い

5
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り

な
が
ら
、
そ
れ
を
恐
れ
て
や
ら
な
い
こ

と
は
、
よ
い
こ
と
か
、
わ
る
い
こ
と
か

わ
か
ら
ず
に
、
や
ら
な
い
よ
り
も
悪
い

通
学
の
問
題
で
も
、
町
が
努
力
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
の
経
済
に
、
あ

ま
り
大
き
な
し
わ
寄
せ
を
し
な
い
よ
う
句

#
?
え
た
い
。

道
路
の
整
備
後
に
中
学
統
合
を
実
施

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

る
が
、
道
路
の
整
備
後
ま
で
見
合
わ
す

の
は
教
育
を
遅
ら
せ
る
。

統
合
中
学
と
、
道
路
の
改
良
と
を
並
行

し
て
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

今
後
は
、
町
民
各
位
の
理
解
と
協
力

で
、
こ
の
大
事
業
を
必
ず
遂
行
し
た
い

町
職
員
の
一
角
令
者
の
退
職
勧
奨
は
考

え
て
い
な
い
。

職
員
に
不
安
な
気
持
で
執
務
に
あ
た

ら
せ
る
こ
と
は
間
違
い
だ
と
考
え
て
ト

る。
消
防
ホ

l
ス
の
件
は
、
消
防
係
の
方

で
研
究
中
で
あ
る
。

元
白
滝
村
役
場
跡
の
敷
地
は
、
売
却

し
な
い
。

議
員
の
定
敷
は
、
少
数
精
鋭
主
義
を

と
り
た
い
。

税
収
状
況
で
あ
る
が
、
当
議
会
は
、

通
告
質
問
が
な
い
の
で
、
即
答
で
き
な

い
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
れ
ば
、

い
っ
た
ん
休
憩
を
し
て
報
告
し
た
い
。

(
新
谷
芳
朗
氏
了
承
)

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
力
を
入
れ
た

、v
体
育
補
導
員
に
つ
い
て
は
、
今
後
大

い
に
活
用
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

プ
ー
ル
は
、
統
合
中
学
の
中
で
つ
く

り
あ
げ
た
い
。

県
道
に
つ
い
て
は
、
県
の
方
へ
早
く

な
お
す
よ
ラ
積
極
的
に
要
望
す
る
。
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青
少
年
補
導
員

品
八
十
一
一
一
名
に
委
嘱

長
浜
町
で
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育

一
成
を
図
る
た
め
、
町
内
民
間
有
士
山
者
で

一
青
少
年
の
補
導
に
、
理
解
と
、
関
心
と

一
そ
し
て
実
行
力
の
あ
る
方
に
、
長
浜
町

一
青
少
年
補
導
員
を
お
願
い
し
て
、
青
少

一
年
の
保
護
、
善
導
、
相
談
、
お
よ
び
街

一
頭
補
導
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ

一
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
み
な
さ
ん
の
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

一
ま
す
。

一
今
回
新
し
く
、
長
浜
町
青
少
年
補
導

牛
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
つ
よ
口

一
の
方
々
で
す
。

一

門

今

坊

〕

、
噛
一
洲
尾
茂
V
玉
川
政
重
wv
峯
田
ミ
ツ
ル

1

・
V
水
口
時
夫

門

長

浜

〕

酋
岡
八
重
子

V
中
村
権
六
w
v
高
沢
順
一

V
二
宮
正
男
wv
村
上
滋
則

V
東
は
な
子

V
清
水
益
雄

V
竹
内
作
市
マ
宮
本
幹
之

進

V
西
村
長
子

V
合
田
直
衛
官
v
宮
島
清

t-子
V
川
崎
小
作

V
大
山
岩
弘

V
寺
脇
要

朝
一
雄

V
二
宮
義
徳
マ
佐
々
木
真
市

V
明
関

一
定
市
w
v
古
谷
良
子

V
大
野
雅
幸

V
亀
井

竜
一
武
夫

V
畑
山
伊
佐
夫
wv
植

木

宏

V
古

屋
一
川
幸
雄
V
坂

井

清

一

円

櫛

生

凶

一
田
中
利
徳

V
生
田
八
重
子

V
西
内
マ
チ

一
子
V
坂
田
信
也
V
松
木
清
マ
増
田
礼

一
E
V水
口

健

カ宝守主_ u行〉

15 

(毎J=J_

こ
れ
か
ら
の
客
扱
い
は

庖
と
商
品
だ

こ
れ
か
ら
は
、
町
が
客
扱
い
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
街
力
を
つ
く
ら
な

日
一
く
て
は
な
ら
な
い
。

加
一
商
底
群
で
は
だ
め
だ
。
商
庖
街
は

明
一
群
の
中
に
み
ん
な
を
組
織
づ
け
る
も
の

年
一
が
な
い
と
い
け
な
い
。

初
一
そ
う
な
っ
た
と
き
に
、
町
へ
ひ
き
つ

和
一
け
て
お
い
て
、
こ
ん
ど
は
、
ど
の
客
で

昭
一
も
、
足
を
止
め
る
だ
け
の
魅
力
あ
る
だ

一
け
の
庖

e

つ
く
り
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

-
B
V
 

一
容
に
対
し
て
関
心
を
も
た
せ
、
そ
の

一
上
に
覚
え
て
も
ら
う
と
と
だ
。

一
円
見
え
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
目
立
つ
庖

(二)

門

出

海

凶

水
田
ハ
ツ
エ

V
石
山
チ
サ
ト

V
橋
本

週
wv
宮
岡
一
与
V
林

邦

輔

門
曲
豆
一
応
一
日

平
井
士
山
佐
子

V
M山
田
士
口
卒
中

V
大

成

淳

V
大
野
重
高

V
松
本
正
志

門
下
須
戒
凶

中

川

協

wv
藤
岡
義
範
マ
矢
野
ハ
ル
ミ

V
菊
地
満
男

V
石
田
円
明

V
藤
岡
正
義

マ
渡
辺
ス
ミ
エ

門

白

滝

凶

平
井
松
子
w
v
尾
上
正
三

V
大
塚
良
子
マ

宮
下
一
夫

V
酒
井
武
治

V
大
塚
良
次

V

窪

久

子

w
v
新

潟

穏

V
土
居
ミ
ツ
子

V
新

盛

巳自
国
知
器

マ
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

農
地
改
革
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
一

年
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
、
昭
和
二
十

七
年
十
月
二
十
日
ま
で
に
、
農
地
を
買

収
さ
れ
た
人
に
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
地
を
買
収
さ
れ
た
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
な
ど
に

の
お
り
方
(4) 

に
な
ら
な
い
と
だ
め
だ
。

通
っ
て
い
る
客
が
庖
の
前
を
気
も
つ

か
ず
に
素
通
り
し
て
い
る
の
は
、
目
立

ぬ
証
拠
。

「
ま
あ
/
い
い
お
活
」
と
、
客
が
止

っ
て
ク
イ
シ
ド
を
の
ぞ
い
て
い
る
。

そ
の
途
端
に
、
庖
の
品
物
が
客
に
話
し

か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

今
は
、
人
が
応
対
す
る
時
期
で
は
な

く
て
、
居
が
応
対
す
る
と
き
だ
。

お
客
の
体
温
に
合
わ
せ
た

客
扱
い
を

こ
れ
か
ら
は
、
お
客
の
体
温
に
合
わ

せ
て
ゆ
く
と
い
う
客
扱
い
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

客
に
「
な
じ
む
こ
と
」
と
、

「
な
れ

ヤマハエレクトーンl台 | 東京都浅草 中野松夫
130.000円|

絵本30開 ! 松山市湊町四国保育館
l 宮脇龍夫

豊茂保育所昭和39年度
主主園父兄代表 北岡務

長浜町17区
中村寿々

柴小学校PTA会長
徳山広見

長浜町14区
笹本国太郎

櫛生中学校昭和39年度
卒業生代表梶村雄司

戸語 扇 代 表
谷岡照基

自ヲ

3.720円 | 沖浦保育所父母の会
l 会長古谷良子

10.000円 | 白滝婦人会

目

i中浦保育所用として

ム

て
一

し

て

ホ

と

一

し

人

口

四

一

と

老

備

一

用

護
て
一
校
一
所

奏
し
一
学
一
育

町
と
フ
十
六
保

浜
口
問
一
浜
一
島

長
備
一
長
一
一
一
育

ご荘、いました
者付寄

あ引がとう
件物

12本

三月ひな人形

f寸寄

雨がさ

一

一

nhυ

一咽
I
A

一
n
x
u

一
nHU

一
日
一

2
一
・
一
・
一

3

一
月
一

i
一
4
一
4
一
4

一
年
一
初
一
グ
一

M

一
グ

渡
さ
れ
ま
す
。

。
手
続
は

給
付
金
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
人
が

長
浜
町
農
業
委
員
会
に
、
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
の
用
紙
ば
、
農
業
委
員
会
に

あ
り
ま
す
。

。
受
付
期
間
は

こ
の
請
求
書
の
受
付
期
間
は
、
こ
と

る
こ
と
」
を
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
。

そ
し
て
、
客
に
は
砕
け
な
く
て
は
い
け

な
い
。
砕
け
る
つ
も
り
が
、
く
ず
れ
る

か
ら
い
け
な
い
。

こ
れ
か
ら
繁
昌
す
る

庖
と
は

①
こ
れ
か
ら
繁
昌
す
る
屈
と
は
、
大

勢
く
る
客
の
ひ
と
り
に
、
粗
相
を
し
な

い
庖
だ
。

①
油
断
と
は
、
泊
が
き
れ
る
と
書
く

油
が
き
れ
た
ら
船
が
動
か
な
い
。
車
が

止
ま
る
。
火
が
消
え
て
底
が
、
ま
つ
く

ら
だ
。
ま
つ
く
ら
な
と
こ
ろ
は
人
が
寄

り
つ
か
な
い
。

③
容
の
務
質
心
理
学
一
理
解
し
な
が
ら

購
買
心
理
の
変
動
に
合
わ
せ
た
客
扱
い

が
で
ぎ
る
と
こ
ろ
に
容
が
く
る
。

④
お
客
同
士
山
が
相
談
し
て
く
れ
る
庖

に
な
れ
。
(
商
売
は
、
も
う
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
う
け
る
と
い
う
字
は

櫛生中学校備品として

豊茂保育所用として

長浜町葵護老人ホーム
」畳盈主して

柴小学校高鉄俸施設費
として

長浜町役場用として

紙芝居18冊

円n
H
U
 

個
個

目
υ
n
G

一
円

フ
一

0

一

塁

間

ト
沸
一
ふ

ス
湯
一

気

一

金

電
グ
一
一

一
d

性
一
目
U

-

0

6

一
ロ
υ

一
円
U

一
n
d

T
i

一
n
凸

一

一

9
白一

qυ

一

v
h
u

一戸、
u
-
n
h
u

一
n
h
U

一
n
h
u

一門
t
a

し
の
八
月
二
十
日
か
ら
、
昭
和
四
十
二

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

(
で
き
得
る
限
り
、
昭
和
四
十
年
十
二

月
末
日
ま
で
に
請
求
を
し
て
下
さ
い
)

と
こ
ろ
で
、
壁
記
一
坊
や
、
農
業
委
員

会
で
は
、
い
ま
、
登
記
簿
の
抄
本
ゃ
、

農
地
売
渡
の
証
明
書
な
ど
を
、
順
序
よ

く
出
せ
る
よ
う
に
準
備
を
す
す
め
て
お

り
ま
す
。

2.700円

寝台1伺応接台3個その他

テシト l張り l式
15.000円

雨がさ10本
信
じ
る
者
と
書
い
て
あ
る
。
だ
か
ら
、

お
客
に
信
用
さ
れ
る
庖
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
)

⑤
屈
を
信
用
し
て
く
れ
る
客
を
多
く

つ
く
れ
。
へ
信
じ
る
と
い
う
字
は
言
う

人
と
書
い
て
あ
る
。
「
品
物
を
買
い
に

行
く
な
ら
あ
そ
こ
へ
行
ぎ
な
さ
い
」
と

い
わ
れ
る
位
の
活
に
。
)

今
後
は
、
は
ち
の
巣

作
戦
で

こ
れ
か
ら
の
販
売
の
基
本
的
な
型
は

は
ち
の
栄
作
戦
を
と
る
こ
と
だ
。

は
ち
は
、
巣
を
飛
び
立
つ
と
、
安
を

求
め
て
、
再
び
巣
へ
帰
っ
て
く
る
。
こ

れ
と
同
じ
で
、
い
う
て
く
れ
る
客
と
は

給
料
を
払
わ
ぬ
庖
の
は
ち
で
あ
る
。

昔
か
ら
、
「
売
る
よ
り
売
れ
る
居
に

な
れ
」
と
い
わ
れ
る
。

売
れ
る
こ
と
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い

る
と
、
し
ま
い
に
は
、
売
れ
て
い
る
だ

大和矛二中学校投光機
具設霞費として

な
お
、
い
ろ
/
¥
な
問
い
合
わ
せ
は

長
浜
町
農
業
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

wv
労
災
保
険
法
の

主

な

改

正

点

八
月
一
日
か
ら
施
行

10.800円

て
強
制
適
用
事
業
の
拡
大

昭
和
四
十
二
年
度
ま
で
は
、
労
働
者

を
使
用
す
る
す
べ
て
の
事
業
に
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
ま
で
に
政
令
で
、
漸
次
強

制
適
用
事
業
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

八
月
一
日
か
ら
新
た
に
強
制
，
適
用
事

業
に
な
る
の
は
原
動
機
の
定
格
出
力
の

合
計
が
一
、
四

K
W
以
上
で
、
常
時
労

働
者
を
使
用
す
る
製
造
業
、
鉱
業
、
石

切
業
、
そ
の
他
土
石
ま
た
は
鉱
物
採
取

の
事
業
で
す
。

従
っ
て
こ
れ
に
該
当
す
る
事
業
は
、

至
急
労
働
基
準
監
督
署
に
手
続
を
し
て

く
だ

3
い。

二
、
有
期
事
業
の
年
間
一
括
扱

コ
一
、
保
険
給
付
の
改
正

な
お
、
労
働
者
を
ひ
と
り
で
も
使
っ

て
い
る
事
業
主
の
方
は
八
橋
浜
労
働
基

準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

V
奮
っ
て
応
募
し
ま
し
ょ
う

ー金

日
本
消
防
協
会
で
は
、
「
火
災
予
防

の
歌
」
と
「
全
国
消
防
の
歌
」
の
歌
詞

を
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
数

応
募
く
だ
さ
い
。

締
切
り
は
、
九
月
十
五
日
で
す
。

賞
金
は
、
「
火
災
予
防
の
歌
」
が

入
選
作
一
編
に
金
十
万
円
。
「
全
国

消
防
の
歌
」
は
金
五
万
円
で
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
総
務
課

け
の
庖
に
転
落
し
て
し
ま
う
。

長
浜
に
は
、
売
れ
て
い
る
庖
は
あ
る

が
、
売
っ
て
ゆ
く
居
は
ど
れ
だ
け
あ
る

ふ
M

売
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
ほ
の
中
に

意
志
が
あ
り
、
計
画
が
あ
り
、
前
向
き

の
態
度
が
あ
り
、
変
っ
て
ゆ
く
世
の
中

に
合
わ
せ
な
が
ら
、
商
売
し
て
ゆ
く
世

の
中
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
商
売
し
て
ゆ

く
意
志
が
う
ま
れ
る
も
の
だ
。

と
に
か
く
、
さ
び
し
い
時
勢
だ
。
本

当
に
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
、
理
想
的
な
地
域
社
会
を
つ
く
ら
れ

て
、
商
を
通
じ
て
、
長
浜
町
の
人
た
ち

に
お
手
伝
い
し
て
ゆ
く
と
い
う
気
持
で

ま
す
ま
す
繁
自
白
さ
れ
る
と
と
を
祈
っ
て

私

の

話

を

終

る

。

〔

完

〕

(
京
都
能
率
研
究
所
長

水
野
鉄
蔵
)

消
防
係
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

マ
自
衛
官
募
集
案
内

防
衛
庁
で
は
、
二
等
陸
@
海
@
空
士

航
空
学
生
、
自
衛
隊
生
徒
お
よ
び
、
看

護
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
、
募
集
時
期
、
試
験
時
期

お
よ
び
採
用
時
期
な
ど
、
く
わ
し
い
こ

と
は
、
住
民
一
課
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

十
か
年
で
千
余
万
円

農
業
共
済
の

受
取
共
済
金

前
号
で
、
長
浜
町
農
業
共
済
組
合
長

藤
井
辰
生
氏
の
あ
い
さ
つ
を
掲
載
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
同
氏
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
「
農
業
共
済
の
十
か
年
間
の
共
済

掛
金
と
、
受
取
共
済
金
比
較
対
照
表
」

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

(昭和30年度~全39年度)

]30"Tff I竺竺|竺~I竺竺直~I竺竺直E止空!竺竺1竺竺止土
共済掛金 11884.152[1524叫m 川棚引6!1釧 l山83.17山4叫883.57311側部911則的811.71ωm 

受取共済金 :1585川町叫657附日90.2361則 6山 665.33712ω 川 2727.85216689.39813080.09712' 7355.030 

判201.1山8叩 328611129 … 57 山川oド71山44幻州叫…山+山一4打470刊川0

千官g計紺告Jき開許常含説詐了主民;Z草主註主諜詰貯子芳2結毒f干芳zF干莞主謂富官F?一3z込』2臨 i官お芝、普品費
の国および県の交付金は30年-39年間に11494包 283円を受けております。

共済掛金と受取共済企比較対照表

差

E備考】

伊品『

本

カ言

中冊
ん
で
も
話
せ
る

よ

L九

F 晶『

議

羅

交通三悪を追放しましよう

反

転

除酔つばらい運転

除が

運

違

許

ド

免

ピス

除無

。

九

月

は

、

も

は

や

、

盛

夏

の

こ

し

ま

し

ょ

う

。

一

一

ろ
の
よ
う
な
猛
暑
も
終
り
、
い
わ

A
V

仲
秋
の
名
月
(
旧
の
八
月
十
五
=

ゆ
る
新
涼
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
日
)
は
、
こ
と
し
は
、
九
月
十
日
で

す

す

。

残
暑
の
照
り
返
し
も
、
す
で
に
秋
月
々
に
月
見
る
月
は

を

感

じ

さ

せ

、

快

多

け

れ

ど

適
な
「
日
本
の
秋

&
h
h

日
目
日
目

1

月
見
る
月
は

」

が

始

ま

る

月

で

川

町

パ

i一

J
U
E
4

こ
の
月
の
月

i
¥
小
》
日
間
住
民
量
唖

す

。

議

官

L
均
一
調
山
山
一
管
制
己
亙
語
縁
側
や
、
庭

一

。

こ

と

し

の

二

軍

先

に

ゴ

ず

を

致

一

百

十

日

は

、

九

月

い

て

、

い

こ

い

一

一

日

で

す

。

の

ひ

と

と

を

や

}

過

ご

し

ま

し

ょ

う

一
台
風
、
高
湖
、
津
波
、
地
震
な
ど
一
家
だ
ん
ら
ん
、
楽
し
い
お
月
見

一
こ
の
よ

5
な
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
を
な
さ
っ
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う

で
お
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
か
。

一
ら
の
準
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
い
た

一一一


